
平成２１年（２００９年）２月６日発行－３－　　（２１８号） 議 会 だ よ り

議

決

結

果

○賛成　×反対　△退席
付

託

先

議 案 の 審 議 結 果（その２）
会派名（人数）　※議長は除く

民
主
党
市
民
�

改
革
連
合
�

小
金
井
民
主
党
�

日
本
共
産
党
�

公　

明　

党
�

み
ど
り
の
風
�

自
由
民
主
�

原案可決○○○○○○○総公益法人への小金井市職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例

第

４

回

定

例

会

同　　意○○○△○○○即教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

原案可決○○○△○○○総
小金井市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例及び職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

原案可決○○○○○○○予平成２０年度小金井市一般会計補正予算（第７回）

原案可決○○○○○○○予平成２０年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）

原案可決○○○○○○○予平成２０年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回）

否　　決○××○×
○１
×４

×厚小金井市私立幼稚園等園児保護者補助金の交付に関する条例の一部を改正する条例（議員提案）

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

未
曾
有
の
世
界
不
況
に
よ
り
財

政
状
況
が
厳
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

そ
の
状
況
下
で
市
税
収
入
増
の
提

案
を
し
ま
す
。
武
蔵
小
金
井
駅
南

口
駅
前
一
等
地
に
建
設
中
の
文
化

ホ
ー
ル
は
、
支
障
物
件
も
取
り
壊

し
が
決
ま
り
ま
し
た
。
い
つ
竣
工

予
定
と
な
り
ま
し
た
か
。

　

市
民
部
長　

平
成　

年
秋
、　

２２

１０

月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

高
架
完
成
後
の
下
り
ホ
ー
ム
か

ら
の
視
界
も
透
明
板
の
利
用
で
良

好
で
あ
り
、
し
か
も
一
日
約　

万
３０

人
の
通
過
客
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

北
壁
は
約　

�
の
広
さ
が
あ
り
企

２００

業
に
と
っ
て
は
宣
伝
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。
２
年
前
、
渋
谷
公
会

堂
は
Ｃ
Ｃ
レ
モ
ン
ホ
ー
ル
と
命
名

さ
れ
、
年
間
８
千
万
円
、
５
年
間

４
億
円
で
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
伝

統
、
規
模
こ
そ
違
え
ど
立
地
条
件

は
抜
群
で
す
の
で
、
大
物
ア
ー
チ

ス
ト
を
招
聘
で
き
れ
ば
価
値
が
上

が
る
は
ず
で
す
。

　

市
民
部
長　

多
く
の
著
名
な
ア

ー
チ
ス
ト
に
出
演
頂
け
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
命
名
権
も
導
入
す
る

方
針
で
あ
り
ま
す
。

■
こ
の
他
に
、「
東
小
金
井
駅
の

駅
名
変
更
」
は
、
市
の
潜
在
的
な

魅
力
の
向
上
に
繋
が
り
、
商
業
振

興
、
街
づ
く
り
に
貢
献
で
き
、
結

果
と
し
て
市
税
収
入
増
に
な
る
と

い
う
観
点
で
質
問
し
ま
し
た
。

（
仮
称
）

（
仮
称
）市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

に
命
名
権
の
導
入
を

に
命
名
権
の
導
入
を

伊
藤
隆
文
（
自
由
民
主
）

　

冬
に
な
り
、
火
災
が
心
配
で
す
。

�
市
内
の
火
災
原
因
別
数
、
５
年

間
の
火
災
平
均
数
。
�
火
災
で
高

齢
者
、
障
害
者
等
の
被
災
防
止
対

策
は
。
�
防
災
会
活
動
は
。
�
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化

で
そ
の
対
策
は
。
�
消
防
団
員
の

確
保
に
報
酬
ア
ッ
プ
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

　

総
務
部
長　

�
放
火　

件
、
ガ

１３

ス
や
ス
ト
ー
ブ
６
件
、
た
ば
こ
３

件
。
５
年
間
の
平
均　

・
４
件
。

４１

�
要
介
護
３
以
上
や
身
体
・
知
的
・

精
神
各
障
害
者
は
程
度
に
よ
り
、

　

歳
以
上
の
み
世
帯
の
情
報
を
消

７５防
署
、
民
生
委
員
と
行
政
で
共
有

し
、
支
援
要
請
者
に
民
生
委
員
の

個
別
支
援
計
画
で
災
害
時
に
活
用
。

�
地
震
等
の
助
け
合
い
や
対
応
力

の
啓
発
。
地
域
の
自
発
的
防
災
力

向
上
。
�
市
報
や
消
防
署
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
更
に
町
会
の
総
会
等
で
周

知
。
ア
パ
ー
ト
所
有
者
等
に
説
明

会
。
機
種
は
煙
式
。
設
置
は
全
部

屋
と
階
段
。
火
災
死
者
の
８
割
が

発
見
遅
れ
を
徹
底
。
開
署　

周
年

１０

で
関
係
団
体
が　

個
警
報
器
を
市

６００

に
寄
贈
、　

歳
以
上
の
み
世
帯
に

７５

一
個
無
料
設
置
。　

歳
以
上
や
障

６５

害
者
に
は
条
件
に
よ
り
火
災
安
全

シ
ス
テ
ム
事
業
実
施
。
�
消
防
団

充
実
が
市
民
の
安
全
・
安
心
の
基
。

団
員
は
家
族
や
地
域
の
支
援
必
要
。

少
数
で
負
担
大
、
優
遇
措
置
検
討
。

住
宅
火
災
警
報
器
設
置
と

住
宅
火
災
警
報
器
設
置
と

消
防
団
員
の
確
保
を
問
う

消
防
団
員
の
確
保
を
問
う

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
の

第
２
地
区
に
は
、
平
成　

年
に
蛇

１２

の
目
跡
地
を
資
産
と
し
て
活
用
し
、

市
役
所
を
入
れ
る
方
針
が
示
さ
れ
、

現
在
都
市
再
生
機
構
の
回
答
を
待

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
改
め
て
市
の
方
針
は
。
�
市
民

が
駅
前
に
望
む
公
益
施
設
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。
�
市

民
要
望
の
多
い
図
書
館
な
ど
を
駅

前
市
役
所
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　

開
発
事
業
本
部
長　

�
平
成　
１２

年
当
時
、
６
つ
の
目
標
―
小
金
井

市
の
顔
づ
く
り
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
、
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
機

能
の
強
化
、
各
施
設
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
、
少
子
高
齢
化
に
対

応
す
る
機
能
、
都
市
型
居
住
空
間

の
提
供
―
を
設
定
し
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
最
近
の
調

査
で
は
駅
前
駐
輪
場
と
と
も
に
、

図
書
館
や
各
種
福
祉
施
設
等
を
望

む
声
が
多
い
。

　

市
長　

�
こ
れ
か
ら
の
市
役
所

は
、
交
流
の
場
と
し
て
市
民
に
喜

ん
で
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
活
用
し

や
す
い
機
能
を
持
た
せ
る
よ
う
検

討
し
て
い
き
た
い
。

■
他
に
、「『
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
』
の
取
り
組
み
を
」
を
質
問
し

ま
し
た
。

駅
前
市
役
所
の
メ
リ
ッ
ト

駅
前
市
役
所
の
メ
リ
ッ
ト

を
生
か
す
た
め
に

を
生
か
す
た
め
に

鈴
木
洋
子
（
公
明
党
）

　

�
日
本
で
は
少
子
化
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
２
０
０
０
年
以
降
、

合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
３
前
後

を
横
ば
い
し
た
状
況
が
続
い
て
い

る
。
本
市
で
は
、
平
成　

年
か
ら

１３

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
実
施
し
、

現
在
は
就
学
前
ま
で
拡
充
し
て
い

る
が
、
来
年
か
ら
計
画
さ
れ
て
い

る
都
の
中
学
生
ま
で
の
義
務
教
育

就
学
児
医
療
費
助
成
制
度
に
合
わ

せ
て
、
小
学
生
低
学
年
の
無
料
化

は
で
き
な
い
か
。

　

市
長　

財
政
状
況
も
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

�
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
は
、

日
本
で
も
実
態
経
済
と
し
て
現
れ

始
め
、
中
小
企
業
の
経
営
者
や
労

働
者
は
、
厳
し
い
局
面
に
不
安
を

抱
い
て
暮
ら
し
て
い
る
。
公
明
党

が
提
案
し
、
政
府
が
対
応
し
た

「
緊
急
保
証
制
度
」
が
あ
る
が
、

国
の
緊
急
保
証
制
度
の
対
応
と
小

口
事
業
資
金
融
資
の
実
態
と
支
援

強
化
は
。

　

経
済
課
長　

今
後
、
商
工
会
と

も
連
携
強
化
し
、
十
分
な
受
け
入

れ
対
応
を
図
り
、
更
な
る
周
知
徹

底
に
努
め
た
い
。

　

�
長
年
の
懸
案
で
あ
る
小
金
井

公
園
正
面
入
口
付
近
の
玉
川
上
水

の
人
道
橋
設
置
は
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
が
市
の
対
応
は
。

　

市
長　

実
現
に
向
か
っ
て
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み

育
て
ら
れ
る
小
金
井
市
に

育
て
ら
れ
る
小
金
井
市
に

付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決　総：総務企画委員会
　　　　　　厚：厚生文教委員会　予：予算特別委員会

（自 由 民 主）自由民主クラブ
（みどりの風）みどりの風
（公　 明　 党）小金井市議会公明党
（日本共産党）日本共産党小金井市議団
（小金井民主党）小金井市議会民主党
（改 革 連 合）改革連合
（民主党市民）民主党こがねい市民会議

会
派
の
略
称※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。

一 般 質 問 （３ページ～６ページ）

１１月３０日・１２月２・３日


